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感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
大
事
で

す
の
で
、
病
院
の
対
策
と
し
て
、
発
熱

な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
電

話
連
絡
を
し
て
問
診
の
上
、
感
染
症
外

来
を
受
診
し
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
直

接
受
診
さ
れ
る
場
合
で
も
、
病
院
の
玄

関
前
で
職
員
が
問
診
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）

を
行
い
ま
す
。 

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
で
、
抗
原

定
量
検
査
に
お
い
て
陽
性
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
当
院
か
ら
隠
岐
保
健

所
に
届
け
出
を
し
、
入
院
か
自
宅
療
養

か
の
判
断
は
、
隠
岐
保
健
所
（
ま
た
は

島
根
県
入
院
調
整
本
部
）
が
行
い
ま

す
。
隠
岐
の
島
町
の
現
在
の
運
用
で

は
、
自
宅
療
養
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

感
染
者
の
在
住
す
る
地
区
の
医
師
・
看

護
師
が
担
当
し
、
症
状
が
悪
化
し
た
場

合
に
は
当
院
に
相
談
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。 

最
後
に
、
病
院
経
営
に
つ
い
て
で
す

が
、
令
和
元
年
度
か
ら
重
点
的
に
経
営

改
革
に
取
り
組
み
、
単
に
経
費
の
削
減

を
図
る
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
医
療
も

確
保
で
き
る
よ
う
に
職
員
一
体
と
な

っ
て
対
応
し
て
お
り
、
今
年
度
は
病
棟

の
改
築
を
行
い
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

53
床
、
急
性
期
病
棟

38
床
に
再
編
成

す
る
予
定
で
す
。 

 

院
長
と
し
て
、
「
隠
岐
圏
域
の
中
長

期
的
な
地
域
医
療
構
想
」
を
見
据
え
な

が
ら
「
柔
軟
性
と
謙
虚
な
気
持
ち
」
を 

持
っ
て
様
々
な
課
題
に
対
し
て
対

応
し
、
当
院
の
理
念
で
あ
る
「
こ
の

島
に
住
む
、
安
心
の
医
療
」
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皮膚科外来及び腎臓内科外来の診療体制について 

当院の皮膚科外来及び腎臓内科外来は他院からの専門医が

来島して診察を行うため、診察日が限られており完全予約制の

診療体制としております。  

受診を希望される方はかかりつけ医の先生に紹介状と予約を

いただいてから受診されるようお願いいたします。当院の医師が

かかりつけ医の場合はかかりつけ医の診察後、必要に応じて皮

膚科又は腎臓内科に予約をする形の診察となります。  

ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいた

します。  


